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３
　
発
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形
市
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育
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４
　
調
査
担
当
者
　
五
十
嵐
貴
久

５
　
遺
跡
の
種
類
　
近
世
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

（
三
ハ
世
紀
―
一
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

史
跡
山
形
城
跡
は
山
形
県
下
の
代
表
的
な
近
世
城
郭
で
あ
る
。
そ
の
創
建
は

斯
波
兼
頼
に
よ
る
も
の
で
、
延
文
元
年

（
〓
一一五
上○

に
さ
か
の
ぼ
る
。
斯
波

氏
は
こ
れ
以
来
、
古
代
よ
り
の

地
名
で
あ
る
最
上
氏
を
名
乗
り
、

戦
国
時
代
に
至
り
、
第

一
一
代

最
上
義
光
の
頃
に
最
大
五
七
万

石
の
大
名
と
し
て
近
世
大
名
の

諸
侯
に
連
な
る
が
、
後
に
改
易

形
　

な
る
。
そ
の
後
は
譜
代
大
名

山

が
ぃ
く
度
と
な
く
交
替
で
封
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
水
野
家

（五
万
石
）
の
時
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
。

山
形
城
は
現
在

「霞
城
公
園
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に

は
陸
軍
の
連
隊
が
置
か
れ
て
お
り
、
城
に
は
改
修
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

一
九
八
六
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
史
跡
整
備
を
目
的
と
し
た
発
掘

調
査
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
、
本
九
大
手
門
の
復
元
事
業
に
関
わ
る
本
丸
堀
の
調

査
に
伴

っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
出
土
地
は
、
二
の
九
と
本
九
と
を
つ

な
ぐ
本
丸
大
手
橋
が
か
か
る
付
近
の
本
丸
堀
跡
で
、
倒
壊
し
た
と
思
わ
れ
る
橋

脚
の
下
か
ら
出
土
し
た
。
周
辺
は
本
九
堀
の
中
で
も
特
に
深
く
掘
削
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
堀
が
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
の
砂
質
土
が
約
二
ｍ
堆
積

し
て
い
た
。
標
高
は
約

一
二
四
ｍ
を
測
り
、
現
地
表
よ
り
約
七
ｍ
下
が
っ
た
場

所
で
あ
る
。
ま
た
、
周
囲
か
ら
は
橋
の
部
材
で
あ
る
木
材
が
多
量
に
出
土
し
て

い
る
ほ
か
、
少
量
な
が
ら
、
カ
ス
ガ
イ
類
な
ど
の
金
属
製
品
や
、
ノ
ミ

・
カ
ナ

ヅ
チ
な
ど
の
鉄
製
工
具
類
、
キ
セ
ル
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
木
橋
が
か
け
替

え
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
好
資
料
と
言
え
る
。

山
形
城
の
歴
史
に
関
し
て
は
史
料
に
乏
し
く
、
特
に
城
の
改
修

・
補
修
な
ど

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
本
丸
大
手
橋
に
関
す
る
か
け
替
え
の
記
録
は
、

安
永
四
年

全

七
七
五
）
と
、
寛
政
五
年

全

七
九
三
）
の
二
回
み
え
る
が
、
こ

れ
ら
か
ら
木
簡
の
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
本
九
堀
跡
の
発
掘
調
査
は
継
続
し
て
お
り
、
大
手
橋
部
分
の
遺
構
も

約
半
分
ほ
ど
未
調
査
で
あ
る
。
今
後
、
木
簡
の
残
存
部
分
の
検
出
を
期
待
し
つ
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つ
調
査
を
進
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「　
田
代
鉄
五
郎

０

渡
部
磨
右
衛
門

瀧
山
藤
兵
衛
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
］卜反
含
Φｙ
ち

寓
μ

人
名
が
三
名
列
記
し
て
あ
る
が
、
そ
の
端
部
で
板
材
は
破
損
し
て
お
り
、
本

来
は
さ
ら
に
人
名
が
列
記
し
て
あ
る
横
長
の
板
材
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま

た
、
板
材
に
は
穿
孔
が
一
カ
所
み
ら
れ
る
た
め
、
未
発
見
の
部
分
と
あ
わ
せ
懸

架
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
木
橋
に
直
接
関
わ
る
遺
物
と
推
測
さ
れ
る
。

（五
十
嵐
貴
久
）

Ｆ
彼
猛

熟

券

η

秋
田
市
教
育
委
員
会
発
行

『秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
』
Ⅲ
　
の
刊
行

一
九
人
四
年
度
の
第
三
九
次
調
査
か
ら
、　
一
九
九
八
年
度
の
第
七
四
次

調
査
ま
で
に
出
土
し
た
墨
書
土
器
全
九
二
〇
点
に
つ
い
て
、
出
土
遺
構
や

墨
書
銘
な
ど
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
掲
げ
る
と
共
に
、
実
測
図

・
写
真
を
掲

載
す
る
。
ま
た
、　
一
九
九
八
年
度
の
第
七
二
次
調
査
で
出
土
し
た
漆
紙
文

書

（総
点
数
三
四
点
以
上
）
に
つ
い
て
、
整
理
作
業
が
終
了
し
た
九
点
の

釈
文

・
内
容
に
つ
い
て
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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